
第 1学年国語科学習指導案

日 時 平成 15年 10月 3日 (金)5校 時

場 所 1年 B薩

学 級  1年 B組 (男子 15名 ,女 子 14名 ,計 29名 )

指導者 畠  山   岡 町

1 単 元拓  四  暮 らしを見つめる   喰 を育てる痢

2 単 元について

(1)鞠

本単元 「四 暮 らしを見つめる」は,第 1学年の中で2回 目の説明的文章を中心とする単元である。従って,「二

自然の不思議をさぐる」での学習を生かし, さらに学習を発展させる単元である。

嚇むことJの 学習においては,「文章の要旨をとらえること」「文章から課題を見つけること」が中心になって

いる。「魚を育てる為 ,「『めぐる輪』の中で生きる」共に環境の問題がテーマになっていて,生 徒が環境に関する

課題を見つけるには,適 した教材である。

本教材 「魚を育てる痢 は,海 の生物と森が実は密接な関係にあることを例にあげながら, 自然界は微妙なバラ

ンスを保ちながら互いに関係し合つて存在していることを述べている。その上で,わ たしたちが自然の状態をよく

知り,で きるかぎリバランスを壊さないように考えるべきであることを主張している。   _

序論部,本 論部,結 論部が明確で,ま た,本 論部は間いを投げかけで答えを述べるという形が2回繰り返されて

いて,論 理的な文章構成となっている。従って,文 章の構成や要旨をとらえるには,適 した教材である。

しかし,生 徒にとつて難しい謡句が多く,意 味調べをしつかりと行うなどの必要があると考えられる。

修)生 徒観

素直で明るい生徒が多V、 また,ど の教科の授業でも,教 師や友達り話に耳を傾け,ノ ートをしつかりととり,

落ち着いて取り組める生徒が多V、 しかしその反面,時 間をかけてじつくりと考えるということを苦手にしている

生徒が多くみられる。

国語に関しては,「好き」「どちらかというと好き」と感じている生徒が全体の半数ほどを占め,授 業にも前向き

に取り組んでいる。しかし,国 語に苦手意識を感じ,学 習意欲の乏しい生徒も5, 6名 いる。

説明的文章の学習は, 1学期に 「二 自然の不思議をさぐる」の単元で行つている。教材 「海の中の声」では,

主にキーワードを手がかりに小見出しをつけ,ま とまりごとの内容をとらえることを中心に学習を行つた。その結

果,評 価Cの生徒が3名であつた。教材 「クジラたちの音の世界」では,主 に問いと答えに注目して内容をとらえ

る学習を中心に行つたもその結果,評価Cの生徒が4名であつた。また,「クジラたちの音の世界」の学署では,後

の言語事項の単元 「文法1(言葉のきまり,指示する語句と接続する詔0」 と関連させて,コース別学習も行つた。

これらの学習をもとに,「書くこと」,鴨 す こと・聞くこと」の学習へと展開した。

(引 鞠

現在,国語科の指導において,鴨 訪こ と・聞くこと」曜卒くこと」の学習に多くの時間を要する傾向にあり,噺

むこと」の学習をい力Wこ短時間で行うかということが求められている。

本単元 「四 暮 らしを見つめる」は,13時 間扱いである。従つて,「魚を育てる森もの 「読むこと」の学習でも,

配当できる時間は3～ 4時間程度である。

今回は,主 に次のような工夫をしながら, 3時 間で本教材を読む授業の提案をしたいと考える。

① 音 読の時間を短時間で行う。

② 指 導事項を,「文章の構成をとらえること」,「要点をまとめること」に絞る。

③ ノ ートに書く内容を必要最小限にとどめる。



3 単 元目標及び評価規準

に)革 元目標

関心 ・意欲 ・態度 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 諦

・自身祥や域証荒につい

て, 自分との力均 わヽ

りを考えながら文章

を読み, 自分の考え

を,わ かりやすくみ

んなに伝えようとし

ている。

・自分の課題に沿つ

た資料をもとに,自

分の考えをまとめよ

うとする態度を育て

る。

・話し合いの意義や

目的を理解 し,事 実

と意見の違いを区別

しながら,的 確に話

したり,聞 き取つた

りす ることができ

る。

・適切な材料を斡 ぅ

伝えたい事実や事

柄,自 分の考えが,

明確な意見文を書く

ことができる。

・I難章の槻 判垂開

を確かめながら要旨

をとらえ,自 分のも

のの見方や考え方を

広めることができ

る。

・多様な語句,語 彙

について関心をも

ち,文 と文との接続

関係を考え,語 句の

意味を正確にとらえ

る。

評価規準

関心 ・意欲 ・態度 話すこと・聞くこと 書くこと 謎 こと 諦

・自第ややり需歩説こて)い

て興味 ・陶いをもち,

自分とのかかわりを

考えながら読み進

め,自 分の考えをま

とめ,表 現しようと

している。

・話し合いの意義や

目的を理解し,事 実

と意見の違いを区別

しながら,意 見交換

をしてV るヽ。

・図書館などで目的

に合った資料を探

し,調 べてわかつた

ことをもとに,調 べ

てわかったことと自

分の自分の意見 ・提

案とを区別した意見

文を書いている。

・各段落の要点をと

らえ,要 旨をまとめ

ている。

,多様な語句,語 彙

について関心をも

ち,文 と文との接続

関係を考え,語 旬の

意味を正確にとらえ

ている。



4 単 元の指導計画と評価規準 (13時 間扱い)

本時の指導 (3/13)

に)授 業の構想

本論部の2つ 目の問い 「森は,海 にとってどのような役割を果たしているの力」 ということについて,ま とめさ

せることを本時の中心としたV、 課題解決のためには,今 まで学習してきた段落の中心文やキーワードが手がかり

となる。そのことを生徒に伝え,取 り組ませていきたし、 また, 自力で解決することが難しいと考えられる生徒に

は,補 助プリントを用意して課題解決に当たらせたし、 さらに,課 題解決のための時間をできる限りとり,生 徒が

考える時間を保障したい。

音読については,前 教材 「海の中の声」や 「クジラたちの音の世界」など■ すらすら読めるように取り組んで

きた。引き続き上分間で400～ 450字 程度の音読を続けていきたい。

また,常に机上に国語辞典を用意させ,意味のわからない言葉などが出てきたら,積極的に活用させていきたV、

次 時

間

指 導 計 画 評 価 規 準

第

一
次

爺

む
こ
と
）

５
時
間

○ 「魚を育てる森」の音読練習。難詔輌調べ。

①文章構成を把握する。第3段落の問いの答えを

まとめる。

①第6段落の問いの答えをまとめる。●脚寺)

① 「『めぐる輪』の中で生きる」の音読練習。前半

部の要′点をまとめられる。

①後半部の各段落の勇点をまとめ,全 体の要旨を

まとめられる。               ・

①l分間で400字 以上で,す らすら読もうとし

ている。

①文章構成を把握し,第 3段落の問いの答えを文

と文との関係に留意しながら,ま とめている。

○中心文を手力朔ミかりに,第 6段落の問いの答え

をまとめている。

① 「めぐる輪」とは何かをまとめている。

①筆者があげている例と主張を指摘している。

第
二
次

（書
く
こ
と
）

５
時
間

○自分の課題を見つける。

○課題に必要な情報を集める。

①課題に必要な情報を集め,構 想を建てる。

O集 めた情報を整理し,文 章構成の明確な600

宇程度の意見文を書く。

○意見文を推敲し,お 互いに読み合う。

02つ の文章や友達の考えをもとに,自 分の課題

を見つけている。

①自分の課題に沿つた資料を,図 書室などから

集めている。

①自分の課題に沿つた資料を集めながら,構 想を

建てている。

①調べてわかつたことと,自 分の意見,提 案を区

別して意見文を書いている。

①意見文をお互いに読み合い,そ のよさを指摘し

ている。

第
二
次

（話
す
こ
と

・
聞
く
こ
と
）

３
時
間

○意見交換の準備をする。

①グループごとに意見交換をする。

①グループ内でどんな意見交換をしたかを確かめ

合う。

①意見交換のメモを作り,分 かい章れ携 のた

めの練習をしている。

①事実と意見の違いを区別しながら,的 確に話し

たり,聞 き取つたりしている。

①代表者の発表を聞き, 自分の考えを深めてい

る。



(2)目標

○ 森 が魚を育てる重要な役割をしていることを,中 心文を手がかりに読み取ることができる。

僧)展 開

醍 学習過程 学習活動 指導上の留意点 評 価

導
入

（２
分
）

1鞭 本時の課題を確認する。

課題 森は海にとつてどのよう
'総

展
開

（
３８
ハ
Ｏ

2課題追究 課題を解決する。

① 第 6～ 13段 落を一斉読すると

○課題について個別学習する。

輪助発問〕

① 魚を育てるために,重 要な働きをし

ているのは,森 林の何力、 腐 植土

② 「腐植土」の役割laf「Ta、

8轟 t,雨水を地中に保ち,適量を流

じ院ける

11段 落ギ海の生物を育てる栄養分 佳

素, リス ケイ素)を 海に送

る

12段 落・・・鉄が水に溶けるようにする

③森林の役割は何力、

11段 落…土を陸地につなぎ留めてい

る

・1分間に400字 以上を

目指し,すらすら読ませる。

・ノートにまとめさせる。
・「役割」という言葉や中心

文を手がかり1こさせる。
・生徒の意欲や能力に応じ

て,補 助プノントを利用さ

せる。

音読

A…妙 文章から, 自

力で読み解くことがで

きる。

B… 1文改行の本文プリ

ントを使つて,中心文を

手力ゞかりに読み解くこ

とができる。

C… ヒントカードを使い,

教師の支援を受けなが

ら読み解くことができ

る。

終
未

（
１０
谷
一

3鞭 課題の正解を確認する。

○課題の答え合わせをする。

○第9, 13段 落の内容も確認する。

9段落",腐植上がなくなるとどうい

うことが起こるか

13段 落…,腐値土と魚介類の関係につ

V てヽ

①第 14段 落が第 6段落の答えのまとめ

になっていることを確認する。

結論部の筆者の主張を確認する。

①第 16段 落の中心文を指摘する。

第3 文

次時の学習内容を確認する。

筆者の主張をとらえ,全体の構成をまと

める。

・生徒に発表させながら,

正解を確認する。

・正答に○をつけさ

せ,誤答は正しい答

えを書き込ませる。

授業終了後,ノ ー

ト,ヒ ントカードを

回収する。



6 ) 板書計画

魚
を
育
て
る
森

松
永
　
勝
彦

魚
を
育
て
る
の
に
、

重
要
な
の
は

⑦

　

「腐
植
土
」

<4つ の働き>

② ①  ③

雨
水
を
地
中
に
保
ち
、

適
量
を
流
し
続
け
る

海
の
生
物
を
育
て
る
栄
養
分
を
海
に
送
る

鉄
が
水
に
溶
け
る
よ
う
に
す
る

①
　
土
を
陸
地
に
つ
な
ぎ
留
め
て
い
る

こ
の
よ
クヽ
に

④
　
森
が
海
の
貝
や
魚
を
育
て
て
い
る



《
ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
》

一
年

◎
　
次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

氏
名

①
　
魚
を
育
て
る
た
め
に
、

重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
は
、

森
林
の
何
で
す
か
。

②
　
腐
植
上
の
役
割
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
は
、

第
８
段
落
の
ど
の
文
で
す
か
。

③
　
第
９
、　

‐０
段
落
は
、

腐
食
土
の
役
割
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

④
　
た
だ
し
、

第

１０
段
落
に
は

「役
割
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
文
は
腐
植
土
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
か
。

⑤
　
第
Ｈ
段
落
で
腐
植
上
の
役
割
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
は
、
ど
の
文
で
す
か
。

⑥
　
第
１２
段
落
で
腐
植
土
の
役
割
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
は
、
ど
の
文
で
す
か
。

⑦
　
第

１３
段
落
は
、

腐
植
上
の
役
割
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

③
　
第

１４
段
落
は
、

第
６
段
落
の
答
え
の
段
落
で
す
。

問
い
の
答
え
に
な
っ
て
い
る
文
ほ
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。



2

② ①③

３
　
①
　
い
つ
た
い
な
ぜ
、

広
実
樹
林
帯
が

「砂
漠
」
と
化
し
、

今
は
ク
ロ
マ
ツ
の
針
葉
樹
林

帯
と
な

つ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

②
　
そ
こ
に
は
今
日
の
環
境
問
題
に
か
か
わ
る
重
大
な
意
味
を
も
つ
歴
史
が
あ
る
。

江
戸
時
代
後
半
か
ら
、

主
に
岩
礁
に
生
え
る
ヨ
ン
ブ
を
求
め
て
、

こ
の
辺
り
へ
の
人
々
の
移
住
が
始
ま
つ
た
。

明
治
に
な
る
と
、

開
拓
農
民
も
加
わ
っ
た
。

人
々
は
、

強
風
や
寒
さ
と
闘
い
な
が
ら
、

家
を
作
り
、

暖
を
と
る
な
ど
、

生
き
る
た
め
に
森
の
本
を
切
り
続
け
た
。

さ
ら
に
、

明
治
中
期
以
降
は
、

紙
の
材
料
と
し
て
の
森
林
の
伐
採
も
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、

森
は
年
ご
と
に
失
わ
れ
、

つ
い
に
一
帯
は
秒
漠
と
な
っ
た
。

同
じ
時
期
、　

コ
ン
ブ
の
生
育
が
目
に
見
え
て
悪
く
な
つ
て
い
つ
た
。

沿
岸
部
に
す
む
魚
た
ち
も
姿
を
消
し
、

サ
ケ
な
ど
の
回
遊
魚
も
来
な
く
な
つ
た
。

①
　
森
は
消
え
、

海
は
死
ん
だ
。

②
　
し
か
し
、

当
時
は
そ
の
関
係
を
考
え
る
人
は
な
か
つ
た
。

③
　
た
だ
、

せ
め
て
強
風
に
よ
つ
て
家
の
中
ま
で
侵
入
す
る
砂
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
住
民
の
願
い
に
よ
つ
て
、

飛
砂
防
止
の

緑
化
事
業
が
着
手
さ
れ
た
。

④
　
厳
し
い
環
境
の
中
、

五
十
年
を
か
け
て
、

よ
う
や
く
革
を
植
え
る
こ
と
に
成
功
し
、

風
に
強
い
ク
ロ
マ
ツ
に
よ
る
防
砂
林
を
作

る
ま
で
に
至
つ
た
の
が
現
在
で
あ
る
。

⑤
　
そ
し
て
、

こ
の
緑
を
再
生
す
る
過
程
で
、

人
々
は
海
に
コ
ン
ブ
や
魚
が
も
ど
っ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

④

緑
が
よ
み
が
え
る
こ
と
で
、

失
わ
れ
た
漁
場
も
ど
つ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

森
は
、

海
に
と
つ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

森
林
で
は
、

広
部
に
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
が
積
み
重
な
る
。

森
に
す
む
動
物
た
ち
の
ふ
ん
や
死
体
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

微
生
物
に
よ
つ
て
次
第
に
分
解
さ
れ
、

風
化
に
よ
つ
て
砕
か
れ
た
岩
石
と
混
じ
り
合

っ
て
、

黒
い
湿
っ
た
上
に
な

ｚ
Ｏ

。

こ
れ
を
腐
植
土
と
い
う
。

腐
植
土
は
、

上
に
積
も
っ
た
落
ち
葉
の
層
が
水
分
の
蒸
発
を
防
い
で
、

い
つ
も
湿
つ
て
い
る
。

水
を
吸
っ
た
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
と
思
え
ば
よ
い
。

ス
ポ
ン
ジ
に
少
し
水
分
を
含
ま
せ
て
お
い
て
上
か
ら
水
を
垂
ら
す
と
、

水
は
ス
ポ
ン
ジ
に
し
み
こ
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
垂
ら
し
続
け
る
と
、

や
が
て
ス
ポ
ン
ジ
の
下
か
ら
水
が
流
れ
出
す
。

同
じ
よ
う
に
、

湿
っ
た
腐
植
土
は
雨
水
を
地
中
に
保
ち
、

適
量
を
地
下
水
と
し
て
流
し
続
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
れ
で
、

森
林
は

「緑
の
ダ
ム
」
と
も
よ
ば
れ
る
。
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魚
を
育
て
る
森

松
永
　
勝
彦

①
　
北
海
道
襟
裳
岬
。

②
　
北
海
道
を
背
骨
の
よ
う
に
南
北
に
走
る
日
高
山
脈
の
先
端
が
、

沖
合
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
海
藻
の
し
げ
る
岩
礁
と
な
つ
て

太
平
洋
に
延
び
て
い
る
。

③

　
緑
の
丘
の
上
に
は
白
い
灯
台
が
建
ち
、

海
辺
に
は
見
渡
す
限
リ
ク
ロ
マ
ン
の
針
業
樹
林
が
続
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
五
十
年
前
、

こ
の
辺
り
は

「襟
裳
砂
漠
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

ど
こ
ま
で
行

っ
て
も
草
木
の
な
い
砂
地
と
砂
山
で
あ
り
、

風
速
十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
風
に
そ
の
砂
が
飛
ば
さ
れ
て
、
目
も

開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
つ
た
と
い
う
。

だ
が
、

そ
の
さ
ら
に
昔
、

江
戸
時
代
ま
で
の
こ
こ
は
、

カ
シ
ワ
、

ナ
ラ
、

シ
ラ
カ
バ
な
ど
の
広
葉
樹
が
生
い
し
げ
る
大
森
林

地
帯
だ

つ
た
。
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④ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① ①
　
腐
植
上
が
な
い
と
、

こ
う
し
た
調
整
作
用
が
失
わ
れ
、

雨
は
地
表
を
流
れ
、

直
接
河
川
に
入
る
。

②
　
こ
れ
は
、

大
洪
水
に
な

つ
た
り
渇
水
に
な
っ
た
り
と
、

河
川
の
水
量
が
著
し
く
変
動
す
る
要
因
に
な
る
。

③
　
河
川
の
生
物
が
生
き
る
た
め
に
は
、　

一
定
の
水
量
が
必
要
で
あ
る
が
、

渇
水
に
な
れ
ば
淡
水
魚
や
河
川
で
産
卵
す
る
ナ
ケ
な
ど

の
魚
は
生
活
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、

森
林
が
な
く
な
り
腐
植
土
層
が
消
失
す
る
と
、

そ
の
下
の
鉱
物
土
層
が
む
き
出
し
に
な
る
。

こ
こ
に
大
雨
が
降
る
と
、

大
量
の
雨
水
と
共
に
土
砂
が
流
れ
出
し
、　

一
気
に
海
ま
で
運
ば
れ
る
。

こ
の
影
響
を
直
接
受
け
る
の
が
、

海
底
で
生
活
す
る
動
植
物
で
あ
る
。

ウ
エ
、

二
枚
貝
な
ど
は
土
砂
に
埋
も
れ
て
死
ん
で
し
ま
ヶ
。

土
砂
に
お
お
わ
れ
た
岩
場
に
は
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
は
付
着
で
き
な
い
。

沿
岸
の
漁
場
や
岩
場
に
生
え
る
海
藻
に
産
卵
す
る
魚
た
ち
は
、

そ
こ
が
土
砂
に
埋
ま
れ
ば
二
度
と
も
ど
っ
て
は
こ
な
い
。

森
は
、

土
を
陸
地
に
つ
な
ぎ
留
め
る
こ
と
で
、

海
の
生
物
を
守
る
役
割
も
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、

腐
植
土
そ
の
も
の
に
は
、

海
の
生
物
を
育
て
る
大
事
な
役
割
が
あ
る
。

腐
植
上
の
中
に
は
、

岩
石
の
風
化
や
動
植
物
の
分
解
に
よ
つ
て
で
き
た
、

窒
素
、
リ
ン
、

ケ
イ
兼
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、

植
物
の
生
育
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
栄
養
分
の
も
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
腐
植
土
か
ら
地
下
水
に
と
け
こ
ん
で
川
か
ら
海

へ
と
運
ば
れ
る
。

そ
し
て
、

沿
岸
付
近
で
、

海
藻
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
て
る
栄
養
と
な
る
。

ま
た
、

海
藻
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、

光
合
成
の
た
め
に
微
量
の
金
属
を
必
要
と
す
る
。

海
水
中
に
は
、

必
要
な
ほ
と
ん
ど
の
金
属
が
水
に
と
け
た
形
で
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、

鉄
だ
け
は
粒
子
と
な
っ
て
い
る
。

粒
子
状
の
鉄
を
、

生
物
は
利
用
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

腐
植
上
の
中
で
作
ら
れ
る
有
機
物
質
と
腐
植
土
中
の
鉄
が
結
合
す
る
と
、

水
に
と
け
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
が
海

へ
流
れ
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

海
藻
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
鉄
を
取
り
こ
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

①
　
実
際
に
、

函
館
湾
に
流
入
し
て
い
る
久
根
別
川
河
日
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
量
を
測
定
し
て
み
る
と
、

河
川
が
影
響
す
る
海

域
で
は
、

影
響
し
な
い
海
域
の
五
十
倍
か
ら
百
倍
高
い
数
値
が
得
ら
れ
る
。

②
　
つ
ま
り
、

河
川
が
運
ぶ
森
林
起
源
の
物
質
が
、

沿
岸
部
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
　
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
魚
の
え
さ
に
な
る
。

④
　
ア
ワ
ビ
や
ウ
エ
は
、　

コ
ン
ブ
や
フ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
を
食
べ
る
。

⑤
　
力」う
し
て
み
る
と
、

魚
介
類
は
、

え
さ
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
の
量
に
よ
つ
て
生
存
量
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

ブ（Ｗ
。

⑥
　
し
た
が

っ
て
、

魚
介
類
を
増
や
す
た
め
に
は
、

そ
の
い
ち
ば
ん
も
と
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑦
　
そ
れ
に
は
、

森
林
の
腐
植
土
か
ら
流
れ
て
く
る
物
質
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

①
　
こ
の
よ
う
に
、

海
の
生
物
は
、

森
と
た
い
へ
ん
強
く
結
び
付
い
て
い
る
。

②
　
森
が
海
の
貝
や
魚
を
育
て
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

③
　
だ
か
ら
、

襟
裳
岬
の
よ
う
に
、

森
が
消
え
れ
ば
海
も
死
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

④
　
こ
の
状
況
は
、
日
本
各
地
で
現
実
化
し
て
い
る
。

⑤
　
そ
こ
で
、

例
え
ば
気
仙
沼
の
漁
民
の
よ
う
に
、

漁
業
を
行
う
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
漁
場
を
守
ろ
う
と
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て

植
林
を
始
め
て
い
る
所
も
あ
る
。

①
　
砂
漠
化
し
た
土
地
に
ク
ロ
マ
ツ
を
根
付
か
せ
る
ま
で
に
、

え
り
も
町
は
五
十
年
間
も
苦
労
を
し
て
き
た
。

②
　
た
だ
し
、

こ
れ
は
ク
ロ
マ
ツ
が
最
も
活
着
し
や
す
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

元
の
広
業
樹
の
森
林
の
姿
に
も
ど
す
に
は
数
百
年
か

か
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

①
　
森
と
海
だ
け
で
は
な
い
。

②
　
自
然
界
は
、

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、

互
い
に
関
係
し
合

っ
て
存
在
し
て
い
る
。

③
　
そ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、

わ
た
し
た
ち
は
、

自
然
の
状
態
を
よ
く
知
り
、

で
き
る
が
ざ
リ
バ
ラ
ン
ス
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。　
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